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おおむね晴れて、花粉の飛散
数はやや多いでしょう。ピーク
は過ぎましたが、花粉に敏感
な人は対策を続けましょう。

やや多い
やや多い

やや多い

ニュースファイルニュースファイル

開 花 情 報

（日本気象協会tenki.jp、北鹿新聞社調べ）

開桜桜桜
桂 城 公 園 （大　館）
ベニヤマ自然パーク （大　館）
鷹巣中央公園 （北秋田）
桜 山 公 園（鹿　角）
きみまち阪公園 （能　代）
桜・菜の花ロード （大潟村）
勢 至 公 園 （にかほ）
桧木内川堤 （仙　北）
弘 前 公 園 （青　森）
八 戸 公 園 （青　森）
北上展勝地 （岩　手）
石　割　桜 （岩　手）
小岩井農場 （岩　手）

（21日現在）

満開
五分咲き
満開
－
満開
満開
散り始め
散り始め
満開
満開
散り始め
散り始め
五分咲き

社会面に情報を ☎０１８６（49）１２５７　　０１８６（43）３０６５ＦＡＸ身近な情報、生活情報をお気軽にご連絡ください。 〈本社報道課〉

自
転
車
の
安
全
利
用
を

比
内
中
生
に
呼
び
か
け

交
通
安
全
協
会

東
館
支
部
な
ど

花
い
っ
ぱ
い
運
動
参
加
を

あ

す

説

明

会

田
代
公
民
館

登
下
校
の
安
全
守
る

通
学
路
で
指
導
や
警
戒

大
館
の
奥
羽
エ
ー
ス
警
備

大
館
労
働
福
祉
会
館

菖
蒲
の
節
句
ア
レ
ン
ジ


日

大
館
市
文
化
財
保
護
協
会

総
会
と
研
修
会

あ
す
中
央
公
民
館

２０２４年（令和６年）４月２２日（月曜日） （８）（創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

大
館
神
明
社
例
祭
余
興
奉
納
実

行
委
員
会
（
岩
澤
重
人
会
長
）
は


日
、
参
加
講
全
体
会
議
を
神
明

社
斎
館
で
開
き
、
奉
納
行
事
や
宣

伝
広
報
な
ど

の
事
業
計
画

を

確

認

し

た
。９

月

日

の
宵
宮
は
余

興
奉
納
奉
告

祭
（
神
明
社

境
内
）
で
開

幕
。
山
車
合

同
運
行
や
田

乃
坂
越
え
、
翌

日
に
本
祭
の
絢

爛
（
け
ん
ら
ん
）
ば
や
し
、
駅
前

大
館
ば
や
し
共
演
、
祭
典
祝
い
水

を
例
年
通
り
に
行
う
。

し
お
り
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

は
例
年
通
り
に
作
製
し
、
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ

イ
ト
）
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
。

大
館
ば
や
し
合
同
練
習
会
は
、

保
存
会
と
開
催
の
可
能
性
を
検
討

す
る
。
各
講
の
芸
能
練
習
に
つ
い

て
調
査
し
、
学
生
参
加
数
（
練
習

・
祭
典
）
の
集
計
を
行
う
。

各
講
か
ら
約

人
が
出
席
。
岩

澤
会
長
は
、
昨
年
参
加
し
た
小
中

高
校
生
が
５
６
５
人
で
前
年
よ
り

増
え
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
９
年
の
８
７
１
人
に
及
ば

な
か
っ
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら

「
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
、
無
事
故
で

に
ぎ
や
か
な
祭
り
に
な
る
よ
う
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

満開のサクラが見頃となった大館市の

桂城公園で日、市内外のアマチュアミ

ュージシャンを迎えた「大館ミュージッ

ク・フェス」が開かれた。青空の下、

組が壇上でパフォーマンスを披露し、華

やかな花見会場に彩りを添えた。

大館を中心に活動するバンド・秋田き

りたんぽ団が「せっかくの大館桜まつり。

何かイベントで盛り上げられたら」と、大

館市内のほか秋田市、能代市などの団体

に出演を呼びかけた。１９７０年代のフォー

クソングや洋楽のカバーをはじめ、最近

のヒットソングやオリジナル曲などを披

露するステージを初めて企画した。

快晴となったこの日、公園には午前中

から家族連れや友人グループなど大勢の

市民が来場。ステージ前に並べられた観

覧用の椅子はほとんどが埋まり、壇上か

ら響く歌声に大きな拍手が送られた。市

内から夫婦で訪れた代男性は「にぎや

かな雰囲気が花見にぴったり。楽しませ

てもらった」と笑顔を見せた。

秋田きりたんぽ団の樋口博美さんは

「初回を満開のサクラ、青空の下で迎え

られて良かった」と振り返り、「アマチ

ュアミュージシャンの活動を発信するた

めにも、今秋や来春など定期的にこうし

た場を設けていきたい」と話した。

大
館
市
内
で

日
、
一
斉
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
早
朝

か
ら
多
く
の
住
民
が
ト
ン
グ
を
手

に
沿
道
や
河
川
敷
で
ご
み
を
拾
い

集
め
、
地
域
環
境
の
美
化
に
努
め

た
。同

市
は
毎
年
、
４
月
第
３
日
曜

日
を
「
春
の
清
掃
デ
ー
」
に
設
定
。

各
地
区
の
ご
み
拾
い
や
側
溝
の
土

砂
上
げ
な
ど
、
清
掃
活
動
の
実
施

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

長
木
川
沿
い
で
は
、
大
館
青
年

会
議
所
（
斎
藤
駿
也
理
事
長
）
が

主
催
す
る
第

回
「
大
館
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
展
開
さ
れ

た
。
地
元
企
業
や
団
体
、
中
高
生

や
短
大
生
の
ほ
か
、
市
教
育
研
究

所
の
子
ど
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
ん
だ
小
学
生
ら
２
０
０
人
超

が
参
集
。
下
町
橋
か
ら
西
大
橋
付

近
ま
で
の
両
岸
に
分
か
れ
、
午
前

６
時
ご
ろ
か
ら
１
時
間
程
度
、
ご

み
袋
や
ご
み
拾
い
用
ト
ン
グ
を
手

に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
と
い
っ
た
ポ
イ
捨

て
さ
れ
た
ご
み
の
ほ
か
、
放
置
さ

れ
た
雪
か
き
ス
コ
ッ
プ
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
も
見
つ
か

っ
た
。
初
め
て
参
加
し
た
三
浦
袈

乃
子
さ
ん
（
長
木
小
６
年
）
、
佐
藤

祐
希
さ
ん
（
同
）
は
「
い
ろ
い
ろ

な
ご
み
が
落
ち
て
い
た
け
ど
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
少
な
か
っ
た
。

も
っ
と
ご
み
を
捨
て
な
い
と
い
う

意
識
を
高
め
て
、
き
れ
い
な
町
に

な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。米

代
川
で
は
第

回
「
米
代
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」（
実
行
委

員
会
主
催
、
伊
藤
久
義
委
員
長
）

が
行
わ
れ
た
。
流
域
の
町
内
会
、

市
漁
業
協
同
組
合
、
猟
友
会
、
消

防
団
な
ど
か
ら
約
１
２
０
人
が
参

加
し
、
中
山
―
山
田
渡
間
の
川
沿

い
で
ご
み
拾
い
に
臨
ん
だ
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト
レ
ー
と
い
っ

た
家
庭
ご
み
を
は
じ
め
、
タ
イ
ヤ

な
ど
の
不
法
投
棄
も
あ
り
、
終
了

後
に
は
ご
み
袋
の
山
が
で
き
た
。

伊
藤
委
員
長
は
「
年
々
ご
み
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
見
え
づ

ら
い
場
所
に
ま
と
め
て
捨
て
て
い

く
人
が
い
る
様
子
。
こ
れ
か
ら
も

き
れ
い
な
環
境
の
た
め
整
備
を
続

け
た
い
」
と
述
べ
た
。

…
…
…
…
…

事
業
計
画
を

確
認
し
た
全

体
会
議
（
大

館
神
明
社
）

大
館
地
区
交
通
安
全
協
会
東
館

支
部
（
本
間
賢
一
支
部
長
）
な
ど

比
内
４
支
部
は

日
、
大
館
市
比

内
中
学
校
で
自
転
車
の
安
全
利
用

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

生
徒
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
交
通
安

全
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
６

〜

日
）
に
併
せ
て
例
年
実
施
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
夜
間
の
ラ
イ

ト
点
灯
な
ど
の
「
安
全
五
則
」
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
１
７
０
セ
ッ
ト
を
用
意
し

た
。扇

田
、
西
館
、
大
葛
、
東
館
の

支
部
な
ど
か
ら

人
が
参
加
。
午

前
７
時
か
ら
１
時
間
ほ
ど
校
門
前

で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
っ
た
。

支
部
員
は
登
校
し
て
く
る
生
徒

に
「
自
転
車
の
乗
り
方
に
気
を
付

け
て
」「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

に
」
と
呼
び
か
け
た
。

大
館
市
田
代
公
民
館
は
２
０
２

４
年
度
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

日
午

後
６
時
か
ら
、
同
公
民
館
で
説
明

会
を
開
く
。
問
い
合
わ
せ
は
同
公

民
館
（
☎
０
１
８
６
・

・
７
１

２
６
）。

大
館
市
の
奥
羽
エ
ー
ス
警
備

（
田
村
健
社
長
）
は

日
、
城
南

小
学
校
周
辺
の
通
学
路
で
登
校
指

導
と
下
校
時
の
見
守
り
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
不
審
者
警
戒
に

当
た
っ
た
。

安
全
安
心
の
提
供
を
目
的
と
す

る
警
備
業
と
し
て
３
年
前
に
登
校

指
導
を
始
め
、
さ
ら
に
地
域
貢
献

し
よ
う
と
下
校
時
の
安
全
確
保
も

併
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

田
村
社
長
は
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
て
い
る
。

登
校
時
間
帯
の
午
前
７
時
ご
ろ

か
ら
約
１
時
間
、
社
員
４
人
が
交

差
点
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
指
導
。

下
校
時
間
帯
は
２
人
一
組
で
学
校

周
辺
を
歩
い
て
不
審
な
人
が
い
な

い
か
確
認
し
た
ほ
か
、
交
差
点
で

帰
宅
途
中
の
児
童

を
誘
導
し
た
。

田
村
社
長

は

「
社
会
人
と
し
て

働
い
て
い
る
息
子

が
小
学
１
年
の
こ

ろ
、見
知
ら
ぬ
人

に
声
を
掛
け
ら
れ

て
児
童
館
に
逃
げ

込
ん
だ
事
案
を
思

い
出
し
、警
戒
活

動
を
企
画
し
た
。

人
け
の
な
い
道
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
地
域
に
少

し
で
も
安
全
安
心

を
届
け
た
い
」と

話
し
て
い
た
。

大
館
労
働
福
祉
会
館
は

日
午

後
６
時

分
か
ら
、
体
験
型
講
座

「
菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
の
節
句
ア

レ
ン
ジ
」
を
大
館
市
豊
町
の
同
館

で
開
く
。
定
員
６
人
。
参
加
費
３

２
０
０
円
。

申
し
込
み
は

日
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
（
☎
０
１
８
６
・


・
６
５
３
９
）。

大
館
市
文
化
財
保
護
協
会
は


日
午
後
１
時

分
か
ら
、
中
央
公

民
館
で
総
会
を
開
く
。
同
２
時


分
か
ら
研
修
会
を
開
き
、
虻
川
嘉

久
さ
ん
が
「
慶
長
７
年
佐
竹
氏
秋

田
へ
転
封
―
比
内
の
動
乱
」
と
題

し
て
発
表
す
る
。

研
修
会
は
参
加
自
由
だ
が
、
会

員
以
外
は
資
料
代
２
０
０
円
が
必

要
。
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
椿

田
利
之
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
９
０

３
６
・
３
７
９
０
）。

刈
谷

修
吉
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
鹿
角
市
十
和
田
毛
馬

内
字
下
小
路

の
９

武
藤

美
智
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
北
秋
田
市
鷹
巣
字
南

中
家
下

の
１

石
垣

義
正
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
大
館
市
釈
迦
内
字
二

ツ
森
１
０
１
の
７

満開のサクラに囲まれたステージで

歌声を響かせる出演者（桂城公園）

大 館 の 桂 城 公 園
初のミュージックフェス

満開の桜に歌声響く

登
校
す
る
生
徒
に
啓
発
チ
ラ

シ
を
配
る
支
部
員
（
東
館
支

部
提
供
）

ごみを拾い集める市民（長木川河川敷）

児
童
の
下
校
を
見
守
る
社
員

（
大
館
市
字
部
垂
町
）

市民ら一斉に環境美化
各地でクリーンアップ

春の清掃デー

大 館

大
館
神
明
社
祭
典

合
同
運
行
な
ど

例
年
通
り

実
行
委

全
体
会
議
で
計
画
確
認


